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１２月１７日、絶好の青空の下、五ヶ瀬ハイランドスキー場がＯＰＥＮしました。

平成２年１２月にオープンした五ヶ瀬ハイランドスキー場は、今シーズン記念す

べき『２０周年』を迎えます。

１２月８日に行われた安全祈願祭の式典の中で、飯干辰己五ヶ瀬町長は、昨シー

ズン暖冬のため入場者が伸びなかったことに触れ、今シーズンは４５，０００人の

入場を目指したいとあいさつされました。

今年はきんきんに寒い冬で、雪もばっちり、入場者も目標を超えるよう、心から

お祈りしています。もちろん、私たちも滑りに行きますよ＾＾

五ヶ瀬ハイランドスキー場ＯＰＥＮ！
２０ｔｈ ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹですよ！
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県営農地保全整備事業河内東、河内西地区竣工式
１２月１０日、県営農地保全整備事業「河内東、河内西地区」の合同竣工式が、来賓及び地

元関係者約７０名の出席の下盛大に開催されました。
竣工式典では、神事に先立ち地元両推進協議会長、緒嶋県議会議員、高千穂町長、西臼杵支

庁長による記念碑の除幕が行われました。
この後、記念式典に移り、推進協議会長あいさつ、事業概要・経過報告、来賓祝辞等が行わ

れ、参加者全員で事業の完成を祝いました。

【事業概要】
本地域の排水路はほとんどが未整備の土水路で降雨時には表土の流失、法面崩壊等の被害が

生じ、排水不良による作物の収量・品質の低下を招いていました。
そこで農地保全整備事業が計画され、河内東地区は平成１１年から１９年度までの９ヶ年で、

河内西地区は平成１３年から２１年度までの９ヶ年で、両地区合わせ排水路Ｌ＝１５．５ｋｍ、
水路兼用農道Ｌ＝２．６ｋｍ、総事業費９億７千７百万円の巨費を投じて事業が完成しました。

事業の完成により、防災効果が高まり、農作物の品質向上並びに維持管理の軽減が図られま
した。

Ｊ Ａ高千穂地区しいたけ生産者大会開催

１２月７日、五ヶ瀬町で西臼杵３町のしいたけ生産

者など約１５０人が参加し、「ＪＡ高千穂地区しいたけ

生産者大会」が開催されました。

現地研修会では吉村光幸さんのほだ場を視察し、き

れいに管理されたほだ場に参加者の皆さんは感心され、

栽培方法等について情報交換をされていました。

また、式典では「第５５回宮崎県乾しいたけ品評会」

の表彰伝達式が行われました。品評会には県内から「箱

物の部」、「袋物の部」を合わせて５００点、西臼杵管

内からも１００点が出品され、五ヶ瀬町の甲斐和幸さ

んが農林水産大臣賞（「箱物の部 香菇」）のほか３つ

の賞を、小椋憲二さん、吉村光幸さんが宮崎県経済農

業協同組合連合会会長賞（最高平均単価賞）を受賞さ

れ、賞状の伝達が行われました。

今年もしいたけ採取の最盛期が近づいてきました。

適期採取等により質の高いしいたけ生産を目指しま

しょう。



3

第１７回ＪＡ高千穂地区女性部家の光大会
１１月２６日ＪＡ高千穂地区女性部による

「家の光大会」が高千穂町武道館で開催され、

約６００名の参加がありました。

この大会は、活動体験発表や手作り作品コ

ンクールなどを通じてＪＡ組合員・女性部員

・雑誌「家の光」愛読者が一堂に会し、ふれあ

いを深めることを目的に毎年開催されています。

作品コンクールでは、３部門計１００点の応募があり、各部

門毎に優秀賞・アイディア賞・努力賞が選ばれました。また、

優良事例・組織活動の体験発表や記念講演、さらに各支部で日ごろ練習している踊りの発表

などもあり大盛況でした。

郷土料理・食事バランス教室
１１月２９日、高千穂町「神楽の館」で、

高千穂町の子育て支援センター利用者の母親
を対象に、郷土料理・食事バランス教室を開
催しました。

これは管内の食育推進リーダーと「みやざ
きの食と農を考える県民会議西臼杵支部」（支
部長：支庁農林担当次長）が連携して開催し
たものです。

管内では、県から食育推進リーダーに１０
名の方が登録されており、その活動の一環と
して開催しました。

当日は、町内のボランティアグループもお
手伝いに駆けつけていただき、大賑わいの教
室となりました。

「かっぽ鶏」や「だご汁」等の郷土料理と
こんにゃく作りを体験し実食しながら、リー
ダーさんがバラ
ンスの取れた食
事の重要性等に
ついて説明され
ました。参加者
からも「とても
美味しく、ため
になった」と大
変好評でした。

中山間地域新産業・雇用創出緊急対策事業
県（商工政策課）では、中山間地域の地

域資源を活用した新産業を創出することに
よって新たな雇用を産み出すための事業の
委託を行っています。

管内では、今年度、高千穂町商工会、高
千穂地区建設業協会、一般社団法人高千穂
町観光協会、高千穂ムラたび活性化協議会、
日之影町商工会、五ヶ瀬町商工会、ごかせ
観光協会、五ヶ瀬山学校推進協議会の８団
体が県の委託を受けて、地域振興のための
さまざまな事業を展開しています。

また、管内８団体の情報交換を行うため、
西臼杵支庁会議室で、毎月ワーキンググル
ープ会議を実施し、各団体の事業の進捗状
況、課題、共同して実施できる事業を協議
するなどしています。

この事業により、１年間ではありますが、
管内では計３０名の雇用が生まれ、観光メ
ニューの掘り起こし・推進、セールスの展
開、農産加工品の発掘・開発・販路拡大、
中心市街地の活性化策、お買い物代行シス
テムの試行など、新しい事業がどんどん進
行しています。人の雇用とその人の尽力に
よって、こんなにいろいろな事柄が進んで
いくものかと感心しています。

この事業成果が今後も受け継がれ、西臼
杵の地域振興・活性化につながっていくこ
とを心から期待しています。

ごはん料理・手作り作品
コンクール審査の様子

活動発表では、各支部が日ごろ
練習してきた踊りなどを発表し、
盛り上がっていました。
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１１月２９日、「アッパレ！miyazaki米」
の贈呈が西臼杵地区うまい米づくり研究会
の馬崎宗之会長から内枦保支庁長へありま
した。

西臼杵地区うまい米づくり研究会の会員
５７名が生産した米は、ＪＡ高千穂地区を
通じてＭＲＴとミヤベイ直販の共同企画で
「アッパレ！miyazaki米」として販売され
ます。新米で作ったおにぎりを試食しなが
ら、馬崎会長から今年の生育状況や販売状
況等について説明がありました。

味はもちろん、無洗米という手軽さもあ
りこれからの寒い時期は特におすすめです。

まだ召し上がったことのない方は、ぜひ
一度試食してみてはいかがでしょうか？

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

西臼杵に来て初めての冬です。やはり宮崎の平
地と違い、しんしんと寒さが身にしみます。。。

ただ、冬は、夜神楽シーズンであり、スキーシ
ーズンでもあります。冬枯れの山々は少しさびし
くもありますが、それを吹き飛ばすだけの宝の山
が西臼杵にはあります。地域の方々に負けないよ
う、元気にこの冬を乗り切ります！！（桃）

今回は、西臼杵郡雇用拡大協議会【ふるさ
と雇用再生特別基金事業】をご紹介します。

先々月１０月号では、同じ協議会の地域雇
用創造実現事業についてご紹介しましたが、
今回は別事業の精鋭６名です。

２１年度に採択された当事業では、①農林
産物加工品の開発、商品化及び販路開拓、②
着地型旅行ビジネスの事業開拓、③空き店舗
活用によるにぎわい交流拠点づくりを実施し
ています。

①の成果としては、マロンプリン、ゆずゼ
リー、スコーン（プレーン、ゆず、黒米）な
どを開発し、現在がまだせ市場鬼八の蔵、道
の駅高千穂で好評販売中です。（どれも私のお
気に入りです！！）

ただ、商品は気象条件などによって出来具合が左右されるため、消費期限の延長も
あわせ、日々格闘中だそうです。

②の成果としては、地域をムラビトガイドとともに巡ってもらうモニターツアーな
ども実施していますが、受入側の地域の方々の意識高揚など、まだまだ課題が多いよ
うです。

事業責任者の飯干さんは、「これから残り１年３か月の期間ですが、売れる商品の
開発、販路開拓、地域全体での受入体制の整備、料金体系の検証など残された課題を
一つずつクリアしながら、がんばりたい」と決意を語っていただきました。

取材日記「西臼杵郡雇用拡大協議会」

東国原知事が西臼杵訪問

左上から、廣本旭悦さん、甲斐隆善さん、
左下から、佐藤春子さん、飯干真弓さん、甲斐ひとみさん、
右下が原田富子さん


